
 

 
不登校児童生徒への支援については、「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではな

く、児童生徒が自らの進路を主体的に捉え、社会的に自立する方向を目指すように働きかけること
も大切です。その際、不登校児童生徒の一人一人の状況に応じて、教育支援センター、不登校特例
校、フリースクールなどの民間施設の活用や、ＩＣＴを活用した学習支援など、多様な教育機会の
確保に向けて取り組むことも重要です。 
フリースクールなどの民間施設に通う児童生徒の学びの充実に向けて、学校がフリースクール等

と連携を図った取組例をまとめましたので、紹介します。 
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■ 目的 

 学校の教員がフリースクール等の授業を

参観し、児童生徒の学習状況を把握・共有

するなどして、学習指導の充実を図る。 

 

■ 取組例 

・定期的に学級担任等が、フリースクール

等での学習の様子を参観するとともに、

当該児童生徒の学習状況を共有する。 

・当該児童生徒の興味・関 

心等について、フリース 

クール等の職員と情報を 

共有し、児童生徒理解に 

つなげる。 

 

取組１ 取組２ 

取組３ 取組４ 

■ 目的 

 学校の教員が保護者やフリースクール等

の職員との懇談会を実施するなどして、学

習指導等の充実を図る。 

 

■ 取組例 

・フリースクール等の職員を含め、児童生

徒や保護者との懇談を定期的に行い、児

童生徒理解・学習指導の充実を図る。 

・進級、進学前に、進級、 

進学先の学級担任等と 

の懇談を行い、児童生 

徒の不安の解消を図る。 

 

■ 目的 

 児童生徒が１人１台端末を活用し、フリー

スクールから学校の授業等に参加できるよ

うにするなどして、学びの機会の充実を図る。 

 

■ 取組例 

・時間割をフリースクール等と共有し、端

末を活用した授業等への参加を促す。 

・道教委が作成している「ほっかいどうチ

ャレンジテスト」等の各種テストの取組

を児童生徒の端末へ配信・回収し、学習指

導の充実を図る。 

・学校が家庭とフリースクール 

等をオンラインでつなぎ、学 

習指導に関する懇談等を行う。 

■ 目的 

 学校の教員が児童生徒の学習評価の結果

を保護者、フリースクール等の職員と共有

するなどして、支援の改善、充実を図る。 

 

■ 取組例 

・学校で実施する定期試験等の内容をフ

リースクール等と共有する。 

・学校で実施する定期試験等をフリース

クール等で実施してもら 

 い、その結果を参考に学 

 習評価を行う。 


